
1 

 

 

 

 

「（仮称）町田市地域ホッとプラン」策定に係るパブリックコメントの 

実施結果及び計画策定スケジュールについて 

「町田市地域経営ビジョン２０３０」及び「第３次町田市地域福祉計画」の後継計画である「（仮称）

町田市地域ホッとプラン」の策定に向け、パブリックコメントを実施しましたので、その結果及び今後の

計画策定スケジュールについて報告します。 

１ パブリックコメント実施結果  

（１） 意見募集の期間  ２０２１年９月１５日（水）から１０月１４日（木） 
 

（２） 資料の閲覧・配布場所 

町田市ホームページに掲載したほか、以下の公共施設等で閲覧・配布いたしました。 

市政情報課・広聴課（市庁舎１階）、市民協働推進課（市庁舎２階）、福祉総務課（市庁舎７階）、

各市民センター、各連絡所、各市立図書館、町田市民文学館、男女平等推進センター、生涯学習セ

ンター、健康福祉会館、ひかり療育園、子ども発達センター、各子どもセンター、各高齢者支援セ

ンター、各障がい者支援センター 
 

（３） 周知方法 

①「広報まちだ」９月１日号で「パブリックコメント実施予告」を掲載、９月１５日号で「パブリッ

クコメント詳細」を掲載 

② 町田市ホームページ及びまちだ子育てサイトで９月１日に「パブリックコメント実施予告」、９月

１５日に「パブリックコメント詳細」を掲載 

③「町田商工会議所ニュース」１０月号（９月２０日発行）で「パブリックコメント実施概要」を掲

載 

④ 町田市メール配信サービス及びTwitter「まちだ子育て」で情報配信 

⑤ 閲覧・配布窓口及び保育園・幼稚園でポスターを掲示 
 

（４） 寄せられた意見の内訳 

５１名から１２７件の意見をいただきました。お一人から複数のご意見をいただいた場合は、趣旨

ごとに分割して集計しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年１２月１０日 

行 政 報 告 資 料 

市 民 部 市 民 協 働 推 進 課 

件数

102件

4件

5件

1件

29件

63件

4件

21件

8件

30件

0件

6件

10件

9件

127件合計

第６章　プランの推進に向けて

基本目標Ⅱ　つながりで地域の活力を生み出す

基本目標Ⅰ　今を生きる自分に合ったつながりをつくる

第５章　目標達成に向けた施策

第４章　リーディングプロジェクト

第３章　計画の基本的考え方

第２章　町田市の現状と課題

第１章　計画の策定にあたって

項目

第５章　全体

基本目標Ⅲ　必要な人に必要な支援が届く仕組みをつくる

その他

計画全体について

第２部　わたしの地区の未来ビジョン

第１部　みんなの計画
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（５） 主なご意見 

項目 ご意見の概要 

リーディング 

プロジェクト 

・「問題解決人」、「フューチャーセッション」という言葉が分かりにくく、人を遠ざ

ける。 

・地域福祉コーディネーターについて、より詳細な説明が必要。また、適正な人員

の確保が必要。 

・8050 問題のような分野を跨ぐ困りごとを身近な機関で相談できるようになる

ことの周知が必要。 

基本目標 

・地域とつながりたくない又はつながらなくてもよいと感じている方への対応が、

今後重要度を増す。 

・地域のつながりの希薄化が加速する今、地域活動団体が重要な役割を担っている

が、スタッフの高齢化等によりＳＮＳの利用ができず、団体の広報に支障をきた

している。団体の活動やイベントの紹介を支援するシステムが必要。 

・包含する成年後見制度利用促進基本計画と再犯防止推進計画について、計画策定

の背景等の説明を加えたほうが分かりやすい。 

その他 
・本プランが市民に理解され、実行に協力していただけるよう、８０５０問題やダ

ブルケア、プラットフォーム等に用語説明を追加いただきたい。 

 

（６） パブリックコメント実施結果の公表 

① 公表日   ２０２１年１２月１５日（水） 

② 公表方法  町田市ホームページ及び資料閲覧・配布場所で公表 

 

２ 今後の策定スケジュール  

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による国の緊急事態宣言（２０２１年７月１２日から９月３

０日）を受け、感染対策を強化するため、２０２１年８月に第２部の作成スケジュールを見直しました。

これにより、地区別懇談会の開催開始時期を２０２１年１０月から２０２２年１月に、第２部「わたし

の地区の未来ビジョン」の策定時期を２０２２年２月から９月に変更しました。 

なお、第１部「みんなの計画」は２０２２年２月に第２部に先行して策定します。 

 

 

 

内容

2021年 12月 ・パブリックコメント実施結果の公表

1月～3月 ・地区別懇談会の開催

1月 ・町田市地域福祉計画審議会　答申

2月 ・第１部「みんなの計画」策定

・行政報告（第１部「みんなの計画」の公表について）

・第１部「みんなの計画」公表

9月 ・第２部「わたしの地区の未来ビジョン」策定及び公表

3月

日程

2022年
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＜ご意見の概要と市の考え 全件＞ 

１．第１部 みんなの計画（102 件） 

（１）第１章 計画の策定にあたって（4件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

1 「計画の位置づけ」の中で、地域ホッとプラ

ンからの矢印の意味は基本計画に反映される

事を担保すると解釈して差し支え有りません

か。 

「まちだ未来づくりビジョン 2040」は本プ

ランの上位に位置づけられる市の基本構想・

基本計画です。そこに掲げられたビジョンに

基づき、地域のあり方を検討するのが、本プ

ランとなります。 

2 以前自治会の役員をしていた時に、市のイベ

ントに動員をかけられることがありました。

地域づくりを考える時に無理なお誘いをしな

いようにお願いしたいものです。 

地域づくりに市民の皆様のご意見は非常に重

要であると考えております。事業実施にあた

り、地域の皆様には今後ともご負担のないよ

うな進め方を検討してまいります。 

3 「計画統合のねらい」の「統合後」の図が漠

然としすぎてわかりにくいです。結局は「み

んなで解決していく」という事ですが、その

「みんな」は誰かわかりにくいです。 

人とのつながりが必要ですが、コミュニティ

の希薄化、では誰が解決に導いてくれるので

すか。みんなで解決していくことを目指すと

言われても「みんな」って誰でしょう。ちょ

っと疑問が残ります。 

ここで用いられている「みんな」とは、市民、

地域活動団体、事業者、社会福祉協議会、及

び市の、地域を取り巻く様々な主体を指して

おります。そのため、本プランの第５章では、

それぞれの立場の主な役割を明記させていた

だいております。 

4 コミュニティの希薄化と暮らしの困りごとを

一体的に捉え、みんなで解決すると書かれて

いますが、壮大すぎて果たして実行できるか

疑問です。 

地域ではコミュニティの希薄化と相まって、

従来の公的支援では課題の発見や解決が困難

な問題に直面する機会が増えてきており、こ

れまで以上に人と人とのつながりやささえあ

いの必要性が高まっております。 

こうした状況があるなか、本プランを市民、

地域活動団体、事業者、社会福祉協議会、及

び市の協働で進める計画とし、新たに第５章

において、取組施策におけるそれぞれの主な

役割を明確化いたしました。 

プラン策定後は、PDCAのサイクルにより、

施策・取組やリーディングプロジェクトの実

施状況などの確認を毎年度行い、その結果に

基づき改善を図ってまいります。 
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（２）第２章 町田市の現状と課題（5件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

5 「統計データから見る現状」の「ボランティ

ア団体登録人数」のみ 2019 年度の実績とな

っていますが、2020 年度実績の掲載が難し

いのでしょうか。 

ご指摘いただきましたボランティア団体登録

人数につきましては、今後 2020 年度の数値

に修正させていただきます。 

6 町田市地域ホッとプラン（案）はとてもすば

らしいと思いますが、読んだだけでは深く理

解することができませんでした。現状のまと

めのような結果にならないようにと思いま

す。ワークショップに参加しましたが、社会

福祉協議会と同じような内容でどうして一本

化できないのか、参加していてとても負担で

した。いつも同じメンバーで同じことを話し

合っている状態だったように思います。 

地域の皆様には、今後、地区別懇談会におい

て本プランの趣旨をお伝えするなど、今回の

パブリックコメント公表以外にも本プランの

説明に努めてまいります。 

また、今後の計画策定に当たり、地域の皆様

には、可能な限りご負担のないような進め方

を検討し、実施してまいります。 

7 「現状のまとめ」は正にその通りだと感じて

います。地域への関心も、自分の子どもが通

っている学校に対してさえ関心が希薄です。

困りごとに直面しない 30 代 40 代は特に市

政や地域に関心が薄いのではないでしょう

か。 

幼稚園や学校では「PTAは必要ない」という

声が増え、自治会からは脱会者が年々増えて

います。「必要ない」という方も、通学路の安

全保持や住環境の保全など、恩恵を受けてい

る訳ですが、その担い手になるのは嫌だ、と

いうことです。計画にある「『自分ゴト』とし

て地域活動に参加する人を増やす」は簡単で

はありません。 

この「参加する人を増やす」ために有効と思

われる施策が見当たらない、ということです。 

本プランでは、基本目標Ⅰにおいて、多様化

する市民の価値観に合った地域活動への参加

のきっかけづくりを行います。その基本施策

１で、これまで地域への関心が薄かった方々

の目を地域に向けるような効果的なプロモー

ションを行い、地域への意識・関心を高めた

いと考えております。 

8 現状、地域ボランティアは会員の高齢化によ

り、組織の弱体化が進んでいます。役員のな

り手がなく、意見も出ず、脱退もあり課題が

多いのでは。 

地域での支え合いには、市民、地域活動団体、

事業者、社会福祉協議会、及び市の多様な主

体が連携し、地域活動を推進することが重要

であると認識しております。 

自分ゴトとして課題を捉え、一人ひとりに何

ができるかを考え行動し続けることで地域づ

くりの輪を広げ、持続可能な地域づくりを目

指してまいります。 
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9 現状のまとめの３点、「地域への関心が希薄化

している」「地域のネットワークが広がってい

ない」「必要な人に必要な情報や支援がとどい

ていない」についてご指摘はそのとおりだと

感じました。 

これらの現状を解決していくことができるよ

う、本プランを推進してまいります。 

 

（３）第３章 計画の基本的考え方（1件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

10 地域はもっと細分化されても良いのでは。広

すぎて困ります。障がいの手続きに車もない

のに遠方を指定されて困りました。せめて同

じ町名、徒歩 10～15 分くらいでないと手続

きに行けません。 

本プランでは、身近な地域の相談支援機関で

包括的に相談を受け止める体制づくりを検討

しております。いただいたご意見は、今後の

事業検討の参考とさせていただきます。 

 

（４）第４章 リーディングプロジェクト（29件） 

① 第４章全体について（1件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

11 計画にあるようなリーディングプロジェクト

がうまく機能すれば、地域が活気づいて、み

んなが住みやすい環境になるように思いまし

た。高齢者や子育て世代にも優しい市になる

ように期待したいです。 

本プランでは、高齢者や子育て世代の方を含

め、様々な主体がそれぞれに合った形でつな

がり、そこで生み出された活力をもとに、地

域課題の解決に取り組みます。そして、年齢

や性別、障がいの有無などに関わらず、誰も

が身近な地域でささえあい、自分の役割や活

躍の機会を得られ、自分らしく暮らすことが

できる、そんなまちの実現を目指し、本プラ

ンを推進してまいります。 

 

② １ 地域の「やりたい」をかなえつづけるプロジェクト（9件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

12 リーディングプロジェクトとして「地域の『や

りたい』をかなえつづけるプロジェクト」と

ありますが、これは既に地域に関心があり、

活動したい人に向けての施策で、活動する人

のすそ野を広げることにはならないと思いま

す。 

フューチャーセッションという新しい言葉が

ありますが、これは主体的に取り組もうとい

う人たちの集まりであって、無関心だった人

フューチャーセッションの手法による対話

は、話し合いに終始するのではなく、話し合

いに参加した人自身が自分ゴトとして活動を

始めるのが特徴です。より多様な背景を持っ

た人々にご参加いただけるよう、名称を含め、

効果的な広報を検討してまいります。 
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がここに参加するとは思えません。むしろ、

新しいカタカナ語は、かえって人を遠ざける

のではないでしょうか。  

活動する人を増やす取り組みは、もっと違う

アプローチが必要だと思います。 

13 リーディングプロジェクトの中で注目した言

葉は「マッチング」でした。しかしながらマ

ッチングする以前に、どういう団体が何をし

たいか、何が不足し何を欲しているか等の情

報が無ければ先に進む事ができません。地区

協議会を例にとると、先ず地区協議会は何を

する団体なのか。何をしてくれる団体なのか、

未だ周知されているとは言えません。デジタ

ルツールを活用し情報を集め、案件によって

は地元の地区協議会の枠を超えて(市・他団体

含め)オール町田で情報交換を行い、問題解決

に取り組むことが必要と考えます。 

コロナ禍で各団体での会議や集まりが難しく

地域活動も細ってしまいました。こういう時

こそ、知恵を出し合い問題を解決したいと思

います。 

ご指摘の通り、デジタルツールを活用し地区

協議会の枠を超えて取り組むことは有効と考

えております。地区協議会の PR とともに取

り組んでまいります。 

14 問題解決人という言葉がわかりづらいです。

例えば家族はそもそも問題解決の為に存在し

ないが多くの場合解決の主体であるといった

ように問題を解決しようとしていない人が解

決につながることもあるので、もっと違う表

現のほうが適切ではないかと思います。 

「（仮称）問題解決人の寄合」では、フューチ

ャーセッションの手法による対話を行いま

す。これは、話し合いに終始するのではなく、

話し合いに参加した人自身が自分ゴトとして

活動を始めるのが特徴です。その特徴を分か

りやすく表現できるよう、名称について今後

検討していまいります。 

15 地域コミュニティが希薄化に対する、具体的

な方策がかかれていない。寄り合いが開かれ

るのは分かったが、これが市内のいたるとこ

ろで、短い時間で行われるのか。 

また、寄り合いという名前も少し古めかしい

イメージで、もっといろんな人が気軽に集ま

れるところを意識するなら、もう少し変えた

ほうがいいのでは。 

ご指摘の通り、いたるところで地域課題解決

に向けたオープンな対話の場が設けられるこ

とを目指しております。より多様な背景を持

った人々にご参加いただけるよう、名称を含

め検討してまいります。 

16 問題と課題はどう設定されているのかわかり

づらいです。 

 

現状と課題の設定につきましては、より分か

りやすい表現が可能か、検討してまいります。 
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17 やりたい、出来ることとニーズをマッチング

する、ぜひとも実施してください。 

様々なマッチングの機会を創出できるよう、

いただいたご意見を参考に、計画を着実に推

進してまいります。 

18 これからの地域を支える若い方に９ページの

自分ゴトとして、フューチャーセッションの

手法による対話から、アイデアを生み出して

いく、とてもわかりやすい取組と思います。

若い人はテレビや新聞を読まないようです

が、正しい情報をＳＮＳ等、デジタルを活用

して、地域活動をしていただきたいと思いま

す。持続可能な地域づくりの例として、高齢

者の移動支援サービスを解決する手法、行政

だけでは解決しきれず等、共感するところで

す。 

若い世代の地域活動への参加をどのように促

していくかが大きな課題であると認識してお

ります。そのアプローチ手法の一つとして、

ＳＮＳ等のデジタルの活用は欠かせないもの

と考えておりますので、いただいたご意見を

参考に、計画を着実に推進してまいります。 

19 忠生地域まちづくり整備計画（バリューアッ

ププラン）という資料を入手しました。その

内容を見ると「忠生まちづくり会議」を立ち

上げ、地域のエリアマネジメントを進めてい

くという内容です。「町田市地域ホッとプラ

ン」でいう忠生地区の未来ビジョンとなるも

のでしょうか。私たち協議会は、自治会では

ありませんが、地域ホッとプランの「地域の

やりたいをかなえ続けるプロジェクト」に参

加できますか。 

本プランにおける忠生地区の未来ビジョン

は、２０２２年２月頃から開催される地区別

懇談会をはじめ、数回にわたるミーティング

における、地区協議会をはじめとする地域の

様々な団体・住民の皆さまによる話し合いを

経て策定されるものです。 

同会議がエリアマネジメントとして地域の価

値の維持・向上を図るため、住民の皆様によ

る様々な活動を行われるのであれば、そのご

意向の反映に向け、忠生地区の未来ビジョン

を策定する団体・住民の皆さまとの話し合い

に、ぜひご参加いただきたいと考えておりま

す。 

なお、貴協議会におかれましても、フューチ

ャーセッションの手法による対話の場を経

て、課題解決プロジェクトにおける取組にご

参加いただくことができます。 

20 今後イベントによって出来ることがあるので

はと思っています。 

今住んでいる地域は団地で、住民の高齢化が

かなり進んでいます。昔のような住民のつな

がりも薄れてきて、活気ある地域とは言い難

い状況です。でも、現在桜美林大学の一部移

転で学生が通っています。学生が参加するイ

ベントが行われたり、又地域のイベントにも

イベントの実施は、地域活動参加へのきっか

けづくりとしての良い機会と考えておりま

す。イベントへの参加者のみならず、イベン

トを支える方を含め、参加を通して新たな担

い手の発見や、つながりづくりに結びつくよ

う、いただいたご意見を参考に、計画を着実

に推進してまいります。 
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作品を提供して協力してもらっている事で力

をもらえる気がしています。 

今までやってきたイベントにも若い学生さん

に参加してもらうことで、活気が戻ってくる

ことを期待できるのではないでしょうか。 

盛り上がった楽しい行事が増えることで参加

者が増え、人と人との繋がりもでき、イベン

ト参加者へ必要な情報を伝えることや支援が

必要な方を把握する機会にもなるのではない

でしょうか。また、担い手になれそうな人を

見つけることもできるかもしれないです。 

大きなイベントを計画するだけでなく、地域

の小さなイベントにも、是非若いかたが参加

してもらえるような方法や働きかけを考えて

いただけたらと思います。 

 

③ ２ 困りごとをなくそうプロジェクト（19件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

21 町田市が新たに実施するリーディングプロジ

ェクト、特に２の困りごとをなくそうプロジ

ェクトに期待します。十分な環境にない、声

をあげられない子どもたちの救いの手になる

ことを望んでいます。 

地域福祉コーディネーターの導入により、子

どもを含め、支援を必要としながらも声をあ

げられない方を見つけられるよう、相談を待

つだけでなく、自ら地域の状況などを幅広く

収集してまいります。 

22 困りごとをなくそうプロジェクトの「つなぐ

シート」「地域福祉コーディネーター」の導入

は、複雑化・複合化した市民の困りごとに対

して効果的な支援体制だと思いました。地域

の関心、新たな担い手活動について例えば、

10 地区が集まり意見交換会するなど色々と

考えてみようと思いました。 

市民の皆様が、身近な地域の相談支援機関で、

属性・世代・内容を問わず相談ができるよう、

包括的に相談を受け止める体制を構築してま

いります。 

23 「困りごとをなくそうプロジェクト」は、具

体性が薄く、実現への道筋が見えませんでし

た。「多様な相談の受け止め」とありますが、

これまで市役所に相談に行った経験から言う

と、「聞いて次に案内する」という対応の繰り

返しでした。サービスにたどり着く前に諦め

ます。ここをどう変えるのか、具体案を示し

ていただきたいです。図解ではない仕組みの

構築を期待します。 

「困りごとをなくそうプロジェクト」は、身

近な地域の相談支援機関で、属性・世代・内

容を問わず包括的に相談を受け止める施策で

す。 

より具体的な体制については、今後、庁内関

係各課、及び地域における相談支援機関によ

るプロジェクトチームを立ち上げ、検討を行

ってまいります。 
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24 「困りごとをなくそうプロジェクト」の図に

は「地域のプラットフォーム」とありますが、

これは何を想定しているのでしょうか。「誰も

が集まれる居場所」は、どんな場所、管理者

を想定して書かれているのでしょうか。 

市民、地域活動団体、事業者、社会福祉協議

会、及び市の多様な主体が一体となり、幅広

い世代、多くの関係者とともに地域の課題に

取り組むことが重要であると考えておりま

す。 

つながりたいと思ったときにつながることが

できるよう、地域の居場所となるコミュニテ

ィを創出します。コミュニティの創出にあた

っては、商店やオフィス等を地域の居場所と

して活用できるよう、企業等への働きかけも

行ってまいります。 

25 リーディングプロジェクトの「困りごとをな

くそうプロジェクト」についてですが、8050

問題やヤングケアラーのような分野をまたが

るような困りごとを、身近なところで相談が

できるようになることは大きなことだと思い

ます。困りごとを受け止めてくれる窓口の存

在は市民にとって大きな安心にもつながって

きますが、そのような窓口も市民に知られて

いないとせっかくいいものを作っても無駄に

終わってしまいます。是非ともこのプロジェ

クトの相談事業の周知にも力を入れていただ

けたらと思います。「いざという時に相談でき

る」身近な窓口があることを知っていること

も大きな安心になると思います。 

本プラン、及びリーディングプロジェクト等

の周知につきましては、その手法を含め、今

後具体的な検討を行ってまいります。 

また、より具体的な周知方法に関するご意見

につきましては、周知活動を行ううえでの参

考とさせていただきます。 

26 「困りごとをなくそうプロジェクト」に困り

ごとの相談箇所が多様のため、一見で連絡が

つながる冊子の作成を検討していただきた

い。 

27 自治会・町内会に在籍していない地域住民に

対する町田市地域ホッとプランの情報共有

は、どのような方法で致しますか。 

町会未加入（又は全世帯）向けにホッとプラ

ンの概要を基に簡単に検索できる「簡単マッ

プ作成」を検討して下さい。 

28 困りごとをなくそうプロジェクトの狙いとし

て、「多様な相談の受け止め」の項目で身近な

相談窓口とありますが、この窓口の機能とし

て（分野に限らず）まとめて相談でき又連携

身近な地域の相談支援機関で、属性・世代・

内容を問わず包括的に相談を受け止める体制

を構築してまいります。 

また、受け止めた相談のうち、課題が複雑化・



10 

 

したサービスを漏れなく受けることの出来る

窓口をイメージしていますが、ひとつの窓口

で対応出来るようにしてほしい。各機関への

たらい回しは、極力無い方が利用者は、あり

がたいです。 

複合化しており、各機関の役割分担の整理が

必要な相談の場合には、各相談支援機関に加

え、医療機関やＮＰＯ法人等と協働した「（仮

称）多機関協働会議」を開催し、支援の方向

性を定めてまいります。その後、各関係機関

から困りごとを抱える人に対し、アプローチ

を行うことで、たらい回しの起こらないよう

な体制を構築してまいります。 

29 文中に何度も「地域福祉コーディネーター」

が出てきますが、これについての説明が見当

たりませんでした。これは行政職員ですか。

それとも福祉専門職の方、地域包括センター

の職員の方などになるのでしょうか。この方

が相談を受け取るとしたら、その窓口はどこ

なのでしょう。 

多岐にわたる困りごとを、一人の方が担当し

てくれたら、たらい回しも無くなりますし、

市民としてはとてもありがたいと思います。 

地域福祉コーディネーターは、相談を待つだ

けでなく、自ら地域の状況などにかかる情報

を幅広く収集し、支援が必要な潜在的な相談

者を見付けます。また、相談者と継続的な関

わりを持つため、定期的・継続的なアプロー

チを行います。さらに、支援を行うにあたっ

て、既存の福祉サービスでは解決を図り切れ

ない場合には、新たな社会資源の開拓や既存

の資源の拡充を図り、これらの資源とマッチ

ングするなど、一人ひとりの状況に応じた支

援につなげます。 

この内容は、リーディングプロジェクト 2「困

りごとをなくそうプロジェクト」のうち、プ

ロジェクト達成に関連する施策の４点目にお

いて記載しております。  

しかし、よりわかりやすくお伝えできるよう、

リーディングプロジェクト2の中にさらなる

ご説明を付け加えさせていただきます。 

なお、地域福祉コーディネーターのより具体

的な体制については、今後、庁内関係各課、

及び地域における相談支援機関によるプロジ

ェクトチームを立ち上げ、検討を行ってまい

ります。 

30 困りごとをなくそうプロジェクトの中で、地

域福祉コーディネーターの役割について、も

っと詳しく説明が必要ではないでしょうか。 

また、地域福祉コーディネーターの役割とし

て今後の計画では、10 地区にどの様に対応

致しますか。適正な人員の確保が必要ではな

いでしょうか。 

31 地域コーディネーターはどのような基準で選

出し、どのような位置付けになるのでしょう

か。人数は何人を想定しているのですか。 

32 地域福祉コーディネーターさんは、どのくら

いいらっしゃるのでしょうか。少ないのであ

れば、現在社会福祉の分野で活躍されている

皆さんの奮起も必要ではないでしょうか。 

地域福祉コーディネーターさんにすべてが押

し付けられるようなことにならないように進

めてもらいたいと思います。 

33 リーディングプロジェクト 2「困りごとをな

くそうプロジェクト」の地域福祉コーディネ

ーターについて、このような方々が地域で活

躍していただくには、そもそも地域の顔の見

地域福祉コーディネーターの役割には、支援

を必要としながらも声をあげられない方に対

して、相談を待つだけでなく、自らアプロー

チを行う仕組みづくりを検討しており、その
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える関係があってこそ、コーディネーターが

情報を取得しやすくなり、活きるものである

と思います。 

地域では自治会町内会の加入世帯数が減少し

ているなか、地域で顔の見える関係ができる

よう力を注いでいただきたいと思います。 

点で地域の方からの情報提供も相談者を見つ

ける重要な手段であると考えております。 

そのため、地域に住む市民一人ひとりのつな

がりから、情報を得られるような仕組みづく

りを行ってまいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 34 地域福祉コーディネーターの働きについて、

「地域の情報を幅広く収集し支援が必要な潜

在的な相談者を見つけます。」とありますが、

支援関係者との連携だけで潜在的な相談者を

見つけることはかなり難しいと思います。 

相談者が声をあげることができる方法、そし

て声を上げられない人達を見つける方法も具

体的に検討して頂きたいと思います。 

35 資源とのマッチングについて、既存の資源は

どのようなものでその連携はうまくいってい

るのでしょうか。 

また、新たな社会資源の開拓ではどのような

分野へのアプローチを予定していらっしゃい

ますか。 

既存の資源につきましては、リーディングプ

ロジェクト 2「困りごとをなくそうプロジェ

クト」のうち、プロジェクト達成に関連する

施策の４点目の図表において記載しており、

社会福祉協議会や NPO 等があげられます。

資源とのマッチングにあたり、まずはそのよ

うな方々や団体と連携する仕組みを構築して

まいります。 

また、新たな社会資源の開拓につきましては、

8050 問題やダブルケアなどの、既存の公的

支援や社会資源では解決を図り切れない場合

に行うことを想定しております。 

36 リーディングプロジェクト 2「困りごとをな

くそうプロジェクト」について、高齢の私に

はプラットフォームにフューチャーセッショ

ンを取り入れてなど横文字が多く分かりづら

いというのが感想です。みんなの計画であれ

ば、万人がわかる計画にすべきでは。 

リーディングプロジェクト２において、プラ

ットフォームの注釈を加えるとともに、フュ

ーチャーセッションの説明をしている「リー

ディングプロジェクト１」への導きを追加い

たします。 

 

37 全般的にとても読みやすく、わかりやすいも

のになっています。内容もこうなったらいい

だろうというものになっています。「プロジェ

クトイメージ」などはリーフレットにしてほ

しいくらいです。 

理想が現実（実現）になる事を少しでも理想

に近づけるように進んでほしいです。 

基本理念の実現に向け、本プランを推進して

まいります。 
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町田に住んでいてよかったという町・街づく

りにしたいです。 

38 多機関・多職種会議などが十分に機能してい

ないと思います。 

事業を円滑に実施するためには情報交換を検

討することが必要です。支援会議のメンバー

は NPO 法人や社会福祉法人、地域課題を抱

える住民への支援に従事されている方達が集

まって、地域住民に対する支援体制について

検討をすることが、町田市は必要かと思いま

す。それぞれの会議で話し合われていますが、

情報等を統一する場がありません。 

本プランでは、各分野の相談支援機関に加え、

医療機関やＮＰＯ法人等と協働した「（仮称）

多機関協働会議」を新たに開催し、複雑化・

複合化し課題に対する支援の方向性を定めて

まいります。 

39 コーディネーターと呼ばれる役が各所に配置

されていますが、やはりたて割りで横につな

がりが持てずにいると感じます。 

コーディネーターには経験とスキル、センス

も問われており、背負う負担も大きく、様々

なコーディネーターが集える場やスキルをみ

がく機会、研修もあるとよいです。 

本プランでは、分野を跨ぐ困りごとを抱える

潜在的な相談者を把握するため、新たに地域

福祉コーディネーターを導入してまいりま

す。 

導入にあたっては、既にご活躍いただいてい

る高齢者支援センターの生活支援コーディネ

ーターや、市民協働推進課のおうえんコーデ

ィネーター、民生・児童委員や社会福祉協議

会などとの連携が必要であることを認識して

おります。 

情報共有の手法や、研修等のより具体的な体

制については、今後、庁内関係各課、及び地

域における相談支援機関によるプロジェクト

チームを立ち上げ、検討を行ってまいります。 

 

（５）第５章 目標達成に向けた施策（63 件） 

① 第５章全体について（4件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

40 全体指標に対する現状値と目標値が未記載で

すが、進捗状況の確認はどのように行うので

しょうか。また、目標値が不明確だと、次期

計画改定（策定）の際に、本計画が施策をど

こまで成し得たのか、現状の把握がし辛くな

るのではないでしょうか。反対に、本計画が

あくまで「全体的なビジョン」を示すものな

ら、あえて現状値と目標値をハイフンとせず

に指標のみでもよいのではと思います。 

指標の現状値及び目標値は、最新のものを反

映できるよう現在集計中であり、今後お示し

してまいります。 
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41 第５章は、コピペして、少し文言を変えただ

けで、きちんとプランニングされたものでは

ないのでは？と思いました。特に「取組施策

における多様な立場の主な役割」を読んで、

そう感じました。 

この「主な役割」ですが、市民・地域活動団体

の主な役割が「地域に目を向ける・興味を持

つ」となっています。興味を持つためには、

何か働きかけが必要なはずですが、そのこと

は計画の中に具体的に書かれていないのです

が、「地域活動に関する効果的なプロモーショ

ン」の部分と合わせて具体的に教えていただ

きたいです。 

「取組施策における多様な立場の主な役割」

は、個々の取組みについて、検討し作成した

ものでございます。 

「地域活動に関する効果的なプロモーショ

ン」では、訴求ターゲットに合わせて最も効

果的な情報発信の方法や内容を選択すること

を想定しております。 

また、本プランではフューチャーセッション

の手法を用いた課題解決プロジェクトを予定

しており、その参加者を集める過程において

も効果的な方法を検討してまいります。 

42 具体策を盛り込むのに苦労しそうですね。現

場任せにならないことを望みます。 

本プラン第５章の「取組の方向性」をもとに、

地域の皆さまとともに具体の取組を進めてま

いります。 

43 組織（分担組織）が盛り込まれると分かりや

すく（相談しやすく）なります。 

本プラン第５章には「取組の方向性」を掲載

しており、各方向性について相談しやすくな

るよう、市役所の担当部署を記載しておりま

す。 

 

② 基本目標Ⅰ全体について（3件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

44 「基本目標Ⅰ」：人の基本的欲求“自己実現欲

求"に根差すものと認識します。しかし、「や

りたい事」との「マッチング」には自身の例

からすれば、現実の生活を考えると、「本来の

やりたい事」とはかなりの乖離が生じていま

す。 

本プランでは、地域活動に関する動機付けの

部分を重視しております。必ずしもマッチン

グに結びづく事例ばかりではないかもしれま

せんが、1 人 1人の意識の変化を大切に考え

ております。 

45 「基本目標Ⅰ及びⅡ」：普通、人間は誰でもし

ている事、近隣住民と朝晩の挨拶、友人や気

の合う仲間と語り合い、さらに、朝の散歩か

ら近くの公園でラジオ体操、集まった人々で

のお茶会等、これらは、地域における組織作

りの前段階で、町内会や自治会へ繋がる原点

です。問題はこのあたりの状況がだんだん希

薄になっている事です。 

ご指摘のとおり、様々な社会状況の変化によ

り、これまであって当たり前であった人と人

との会話やコミュニケーション、また、つな

がりといったものが希薄化しつつあると認識

しております。 

46 基本目標は、ⅡとⅢはそのとおりだと思いま

すが、Ⅰは行政の関わりが難しい分野だと思

ご指摘のとおり、個々人が「自分ゴト」とし

て地域の活動に関わるといった、個人の内面
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いました。 に働きかけるアプローチは、行政機関が行う

取組として困難を伴う側面があると認識して

おります。しかし、地域活動や、それに向け

たきっかけづくりとして、訴求ターゲットに

応じた効果的なプロモーションを行う等様々

な手法により働きかけてまいります。 

 

③ 基本目標Ⅰ－基本施策１ 地域への意識・関心が高まる（8件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

47 「1 既に地域とつながっている個人の今後の

（地域との）あり方」「2（地域と）つながっ

ていない個人と地域とのつなげ方、つながり

方」「3（地域とこれから）つながろうとして

いる個人のつなげ方」についての問題・課題、

解決策には言及していますが、「4（地域とこ

れからも）つながりたくない、もしくはつな

がらなくてもいいと考えている個人と地域と

のつなげ方」については書かれていないと思

います。地域コミュニティとつながりを持ち

たくない個人の対応について、今後ますます

重要度を増すと思われます。地域・コミュニ

ティと「つながっている」、「つながっていな

い」の２極化から、「つながらなくてもいい」

という第３極の問題解決も必要となってい

き、今後の宿題となりそうです。 

地域とのつながり方に関する考えは、人によ

り違うと認識しております。一つの価値観の

押し付けにならないよう、それぞれにあった

形で地域とつながり、地域力を上げていける

よう方策を模索してまいります。 

48 58 ページには「鶴川図書館のコミュニティ

機能を強化する」とありますが、この鶴川図

書館ができたために鶴川団地図書館が閉鎖さ

れることになり、今、存続を求める住民活動

が行われています。団地図書館の閉鎖は、人

のつながりが持てる地域のプラットフォーム

を一つ閉鎖することです。せっかくの住民活

動の結末が地域の人の居場所をひとつ奪うこ

とで終わったとしたら、地域に関心を持って

くれている人の今後の活動の芽を摘むことに

なるのではないでしょうか。計画を立ててい

る方にとっては、別部署の動きと感じ、関係

ない話かもしれませんが、市民目線では「一

方で居場所を作ると言い、他方では閉鎖する

それぞれの分野を所管する各部署における施

策は、当然にそれぞれ異なるものですが、市

として一貫した考えをもとに推進しておりま

す。 

今後、より一層、各部署間の連携等を進め、

市民の皆様から理解を得られる施策を進め、

信頼される市役所を目指してまいります。 
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と言う」、「市の施策はチグハグで信頼できな

い」と感じてしまいます。 

49 先日、自治会のイベントのために市民協働推

進課に伺いました。自治会についての窓口は

こちらだと聞いて伺ったのですが、「イベント

のための公園の使用は公園緑地課に行ってく

ださい」となりました。結局、自治会をサポ

ートしてくれるはずの部署には「いつどこで

どんな自治会が活動するか」という情報は伝

えることはなく、公園緑地課にだけ書類を提

出しました。一体、市民協働推進課は何をす

るところなのだろうか？という疑問が生じま

した。日々のこのようなズレの積み重ねが、

地域の活動に関るのは億劫だと感じさせ、活

動から離れさせる面があると知っていていた

だきたいと思います。 

町内会・自治会の皆さまをはじめ、地域で活

動される方々の想いやそのご苦労を理解し、

地域の皆さまとともに本プランを推進してい

けるよう努めてまいります。 

50 コロナで地域の繋がりの希薄化が加速されて

いる今、地域で活動するボランティア団体は

大変重要な役割を担っていると思いますが、

スタッフの高齢化、固定化したメンバーで、

SNSの利用が出来ない現状があります。その

為、広報不足から各団体の活動を知らない市

民が多いことを実感しています。地域活動の

団体紹介に手を貸してくれるシステムがあれ

ばいいなと常日頃から感じています。 

基本目標Ⅰの基本施策１「地域への意識・関

心が高まる」の下、地域活動に関するより良

い情報発信に取り組みます。 

また、町田市地域活動サポートオフィスでは、

SNSや紙媒体の「サポートオフィス通信」な

どで NPO 等の地域活動に携わる団体につい

て紹介しております。その他、市民協働フェ

スティバル「まちカフェ！」の活用等、様々

な団体活動の紹介方法を提供してまいりま

す。 

51 ホッとプランを拝見し地域を生かした地区単

位の取り組みに期待しております。細長い町

田の地形は地域環境が異なり、それら特徴を

若い人々につなげていくことが難しいが大切

なこと。それにはやはり市民が動かないと始

まらない。このプランも市民が動く為の関係

機関（行政）の支援であるのだから、市民を

動かす方法を考えないといけないと思った。

時間をかけて市民にアピールし、困っている

人にまでしっかり伝えないといけない。この

町が好きならば自分から市からの情報にも敏

感になるはずだと思う。生きることには精一

杯の人にどう伝えられるか問題だと思う。 

若年世代には SNS やオンラインサロン等注

目の高いツールを用いて地域とつなげていく

ことを考えております。 

「まちだをつなげる３０人」など、多様な立

場の人が自分ゴトとして地域に関わっていこ

うと思えるような取組を進めてまいります。 
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52 どうしたら市民へ伝えていけるかも課題だと

思います。町内会、自治会に加入していない

方々も多いので、地区協議会を知らない方も

多く、よく、何？と聞かれることがあります。

子育て中の方達にも協力していただきたいと

思います。 

 

地区協議会の周知については、活動報告会の

開催のほか、広報まちだ、市ＨＰ及び市民協

働フェスティバル「まちカフェ！」での紹介

等の支援を市として行っております。引き続

き、地区協議会と連携し、その方法の検討も

含め支援を行ってまいります。 

53 社会福祉協議会・地区社協・地区協議会など、

どのような役割をし、活動をしているか、住

民の方はまだまだ知らない方が多いと思いま

す。市民にどのように伝えて行くことが必要

か。 

現在、「まちだ社会福祉だより」や地区協議会

便り等を通じて、活動を広報しておりますが、

若年世代にはデジタルツール、高齢世代には

紙媒体といった、各世代に合わせた方法での

周知が必要と考えております。 

54 ネットワークを広げるために地域に入ってみ

たらどうでしょうか。広報の配布にしても、

新聞をとっている人も少なくなっている様な

ので・・・。ショッパーのように全家庭に配布

し町田のことをもっと知ってもらうとかでき

ないでしょうか。 

いろんなイベントを行っていても知らない人

が多いのでは残念です。決めるのは市で中心

になって行動していくのはどこですか。 

第５章の「取組施策における多様な立場の主

な役割」において、各主体が果たす役割につ

いて掲載しております。また、フューチャー

セッションの手法による対話は、話し合いに

終始するのではなく、話し合いに参加した人

自身が自分ゴトとして活動を始めるのが特徴

です。より効果的な広報、及びフューチャー

セッションの手法による対話を通して、地域

に関わる人を増やしてまいります。 

 

④ 基本目標Ⅰ－基本施策２ 「やりたいこと」と地域ニーズをマッチングする（10 件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

55 地域活動を行うにあたり、活動に助言やスー

パーバイジングを受けられる仕組みをつくっ

てほしい。 

住民の主体的な地域活動を行うにあたり「ど

のように活動組織をつくるか」、「地域のニー

ズや課題に整合的な活動を行うにはどうすれ

ばよいか」など団体自体ではなかなか見えて

こない部分が少なからずあろうかと思いま

す。団体や個人をサポートしうる協議会、連

絡会、自治学習の場、専門家等の助言が得ら

れる機会等を整備する必要があるように思い

ます。また、活動・団体組織のチェック機能

なども公益性に伴って必要と思われます。単

にネットワークによる相互的なものだけでは

なく、シンクタンク的な第三者的にサポート、

ご指摘のように、一活動団体や個人のみでは

見えない部分については、町田市地域活動サ

ポートオフィスや町田市社会福祉協議会等の

組織が、団体の活動やその組織体制等のより

良いあり方に関しての助言等を行っていくこ

とが必要と考えております。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 
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助言、チェックできるような組織も念頭に入

れていただきたい。 

56 集合住宅に住んでいると、地域とのつながり

は原則ない。単身の方、金銭的に困っている

家庭に、料理を作りすぎてしまった時に、差

入れできるような機会があると良い。自分の

居住地をあかさずに、その都度差し入れ orも

らうことができる制度があれば、ご飯を食べ

られない人が減るのでは。ひとり親のお弁当

配りより、ターゲットが増え、公平な気がす

る。 

ご指摘の地域とのつながりづくりにつきまし

ては、基本目標Ⅰ「今を生きる自分に合った

つながりをつくる」における事業の検討の参

考とさせていただきます。 

57 不要なものを市内でうまくまわせる制度があ

ったら良いと思う。 

景品や他者からの差し入れでもらった物は意

外と使えない。おむつの残りとか、未開封の

化粧品とか、他の人に役立つものを、うまく

give and take でまわしたい。役所の一角に

案内を作ってもらって、欲しい人があらわれ

たら寄付する（ネットでもＯＫ）。 

ご提案につきましては、自分にとっては不要

なものを他に役立てる、あるいはごみの減量

につなげる意義があると考えます。今後の事

業検討の参考とさせていただきます。 

58 ３つの基本目標に示された「つながり」や「必

要な人への支援」というコンセプトは非常に

共感できます。その上で意見を申し上げれば、

既に社会団体やボランティア団体などに所属

されて活躍されている方々は良いとして、潜

在的能力がありながら、地域つながり戦力予

備とも言うべき人の発掘をどうするかの視点

もあると思います。想定層は地域とのアルバ

イト求職者、定年直前または定年後の者、子

育て一段落した者などが考えられます。 

昨今は、フルタイムや長期間での拘束を嫌う

傾向もあることから、１時間単位でのショー

トジョブ、公共施設でのお手伝い程度からエ

ントリーできれば良いかと思います。 

類似の年代の方々とのマッチングも良いかと

思います。同様に困っている外国人にも、外

国人を充てるのが良いと思います。 

新たな担い手が登場する機会をどのように作

っていくか、今後の事業検討の参考とさせて

いただきます。 

59 61 ページには防災課や市民生活安全課の取

り組みが書かれています。防災リーダー育成

のための講習会などは、開催の時間等が固定

全ての方が都合のよい日程等の設定は困難で

すが、自主防災組織リーダー講習会に関して

は、過去にいただいたご意見を参考に週末に
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されていて、参加が難しいという声を聞きま

す。講習や地区懇談会には様々な人が参加し

ます。その人の属性で参加できる日程はおお

よそ限られます。全日程が平日午前のみなら、

参加できるサラリーマンはほぼいません。 

関心を持つ人を増やしたり、活動する人を増

やしたりするためには、時間や場所も含めて

これまでとは違う計画を考えていただきたい

と思いました。 

実施しております。地区別懇談会、その他各

種講習、訓練等に関しても、多くの方にご参

加いただけるよう、今後もより良い日程等の

設定を検討し、実施してまいります。 

60 地域の中に集まる場、遊べる場があるといい。

小さな町内や自治会の中にあれば小さい単位

でまとまれる居場所になればいい。すぐ近け

れば人は行ってみようかと思うはず。市民が

動くことが大切だと思う。小さな集まりの中

から支援を望んでいる人や困っている人が見

えてきたり、情報が出てくると思う。様々な

種類の小さな集まりを大切にしたら良いと思

う。 

支援をしっかりしてもらうのが行政機関の役

目で支援を捜すのが市民の役目なのかなぁと

思う。 

居場所の確保については、ソフト・ハード両

面において重要な意義を持つと考えておりま

す。ご指摘のように、小さな集まりを大切に

することで課題の解決につなげられるよう、

いただいたご意見を参考に、計画を着実に推

進してまいります。 

61 いろいろな会議に出て、どの会議でも同じ

面々ということがある。活動の担い手がない

など広がらないということ思われる。どうし

たら広がるか方策を考えてほしい。 

基本目標Ⅰやリーディングプロジェクトを通

し、より多様な背景を持った人々が地域活動

に関わることができるよう検討してまいりま

す。 

62 地域が今何を必要としているか、どうしたら

良いか。町田市民の為、非常に良く考えられ

たホッとプランと思います。 

地域それぞれ異なると思いますが、いろいろ

な委員会、協議会、サロン、ボランティア等、

顔ぶれが同じような方が重複協力しているよ

うです。そのため、一体的な策定は良いと思

いますが、今後の課題として、一人でも多く

の方に参加していただくことはもちろんです

が、世代交代をどうしていくか、どの地域で

も現場では厳しい現実ではないでしょうか。 

地域での活動を行う様々な団体等において、

メンバーの高齢化、固定化が課題となってい

ると認識しております。 

これについては、基本目標Ⅰの基本施策 1「地

域への意識・関心が高まる」の下、様々な形

で活動に参加される方が増え、世代交代もス

ムーズに行われるよう、各活動団体の皆さま

と連携しながら、市として取り組んでまいり

ます。 

63 近頃、町内会や自治会の役員のなり手不足と

同様に民生委員のなり手もなかなか見つかり

ません。「地域がささえ合い、誰もが自分らし

基本目標Ⅰの基本施策 1で地域への意識・関

心を高める、また、基本施策 2でマッチング

等の手法によりつながりを生む取組を進め、
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く暮らせる様に」を実現させるためには、地

域ごとの現状や課題を把握しなければならな

いと思います。 

そのためには、それぞれの人達が地域活動に

参加しやすい環境である事が望ましいです

ね。 

特に「災害発生時」においては、地域におけ

る人と人とのつながりが必要となるので、両

計画を統合する事によってコミュニティの希

薄化を個人や家族の暮らしの困り事が一本化

されれば皆で解決出来るし良いと思います。 

地域活動に参加しやすい環境づくりに努めて

まいります。 

64 日頃より、地域住民が活動に参加しやすい環

境づくりは大事だと思っています。 

地区協議会、地区別懇談会等に参加した事も

ありますが、なかなか積極的な進展がみられ

ないのが、現状のようです。自分達にとって

暮らしやすい地域作りは小規模な自治会体制

では出来ないと思います。 

暮らしやすい地域づくりについては、市域又

はそれ以上の広域のエリアで取り組まれるべ

き事柄と、町内会・自治会や小学校・中学校

等の比較的狭いエリアでの取組が適切な場合

があると考えております。 

町内会・自治会の取組だけではなしえない暮

らしやすい地域づくりについては、市民、地

域活動団体、事業者、社会福祉協議会、及び

市の多様な主体が知恵を出し合い、力を合わ

せ取り組んでいけるよう、ご指摘を計画策定

に向けた参考とさせていただきます。 

 

⑤基本目標Ⅱ全体について（1件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

65 「基本目標Ⅱ」：つながりや活力を生み出す施

策の I・Ⅱについては当然の事であり賛成で

す。 

いただいたご意見を参考に、計画を着実に推

進してまいります。 

 

⑥基本目標Ⅱ－基本施策１ 多様な主体のつながりが活性化する（5件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

66 私たち、小山田桜台街づくり協議会は、町田

市住みよい街づくり条例に基づく地区街づく

り団体として 20 年活動している分譲住宅の

管理組合を中心とした団体です。このたび、

はじめて「地区協議会」という協議体が存在

することを知りました。私たちに、地区協議

会へ参加の呼びかけがあってしかるべきと考

「地区協議会」は、地区の特性及び資源を活

かして地区の課題を自ら解決し、かつ、地区

の魅力の発信及び向上に主体的に取り組むこ

とを目的とする多様な主体によるネットワー

ク組織です。市内１０地区において設立され

ており、各地区の町内会・自治会の地区連合

会の会長を代表者に、少なくとも町田市青少



20 

 

えていますが、町田市からの呼びかけはあり

ませんでした。地区協議会へ参加するには条

例登録団体以上の特別な要件が必要なのでし

ょうか。自治会組織となることが要件とも聞

きました。どのような手続きや根拠で決定し

ているのかを含めて教えてください。私たち

は、小山田桜台をより良くしていこうと仲間

を増やし、子ども達に向けた活動を行うなど、

活動のテーマが多岐にわたってきました。「地

区の未来ビジョン」に私たちも一緒に参加さ

せていただきたいと思います。 

年健全育成地区委員会及び町田市民生委員児

童委員協議会の各代表者が参加していること

を要件にしております。 

上記の構成員のほか、どのような主体に参加

いただくかは、各地区協議会のご意向次第で

あり、構成員に変更があった場合は市に届け

出ていただく手続きとなっております。これ

らのことは、市の要領に定められております。 

本プランにおける各地区の未来ビジョンは、

２０２２年２月頃から開催される地区別懇談

会をはじめ、数回にわたるミーティングにお

ける、地区協議会を中心に地域の様々な団体・

住民の皆さまによる話し合いを経て策定され

るものです。 

策定の話し合いに参加のご意向があることを

承りました。 

67 プラン案の中で「地区協議会」の役割がかな

り大きいように感じたが、地区協は、地区に

よってかなり温度差があるように思える。地

区協の果たすべき役割を今一度確認する必要

性を感じている。地域住民への認知度が低い

というのも気になる。 

各地区の実情等に応じ、地区協議会がそれぞ

れのあり方、役割のもと活動を継続されてい

るものと認識しております。「地域住民への

認知度の低さ」につきましては、市としても

引き続き地区協議会や地区の魅力発信を支援

してまいります。 

68 毎年、地区懇談会を各地区で開催しています

が、話し合うのみで提示された課題をどこで

取り上げているのか分からず、その結果、南

ではプロジェクトを起ち上げて実際に課題解

決に取り組んでいます。 

ただ、高齢者・障がい者の各支援センターや

子育て相談センター等守秘義務を持つメンバ

ーで構成されているにも拘わらず、個人情報

に縛られて問題は提示されても実名が出せ

ず、お互いにアドバイスし合うのみで、複数

で解決の実施に至らない問題があります。 

これからの住民問題解決では、もっと柔軟性

を培わないと命に係わる問題があっても対応

が遅れてしまう可能性大と感じます。 

それぞれの支援機関、支援団体におかれまし

ては、個人情報保護制度を遵守し業務を行っ

ていただいていると思います。ご指摘のとお

り命にかかわる支援などにおいては、柔軟性

も必要となってまいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 

69 現状と課題を様々な角度から検討してみる

と、解決方法の一つとして、町田市全体の組

織（各地域ボランティア）と考えて行く時期

オール町田として一体となり、地域づくりを

行っていく必要があることにつきましては、

ご指摘のとおりと考えております。 
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になっている。 

具体的には、市の職員を入れた組織とし、地

域の課題を検討・議論し、必要な事から実施

していくこと。今考えられることは、市内の

全世帯を対象とした組織です。市と一体化し

た組織とする。（市の理解・各団体・市議会の

承認等が必要） 

リーディングプロジェクト 1『地域の「やり

たい」をかなえつづけるプロジェクト』にお

いて、様々な立場の方をお招きし対話する場

を設ける取組も、この趣旨によるものです。 

ご提案いただきました具体的な組織づくりに

つきましては、今後の事業検討の参考とさせ

ていただきます。 

70 自分ごととして地域への関心を持ち、つなが

りを作ることが必要と多くの方が感じている

ものの、実際に行動できる人は少ない。地区

別懇談会と地区協議会がリンクしている様子

が伝わらない。 

２０２１年度の地区別懇談会は、地区協議会

を中心とした地域の活動団体の皆さまや、事

業者、若年層など、多様な主体のご参加を求

め、社会福祉協議会及び市が連携して開催い

たします。 

これまでの地区における活動を振り返るとと

もに、今後１０年程度先の地区の将来像とそ

の実現に向けた具体的な取組についてお話し

合いいただきます。 

現在想定している地区別懇談会と地区協議会

の関係については上記のとおりです。 

 

⑦基本目標Ⅱ－基本施策２ 地域でイノベーションを起こす（2件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

71 私（60 代）の育った時代は、そもそも人と人

の距離が近かった気がします。 

町田市 10 地区の地区協議会を中心にこのプ

ランを策定されるのであれば、現在子育て現

役中のパパ&ママを地区協議会の会員にして

は。 

会員までならなくても「リサーチャー」の役

からの参加も良いと思います。現在コロナ禍

で会議等、情報交換はネット環境を利用して

いるので、若い人達の参加がし易いと思いま

す。 

そこで若い人達を射止めるには、まずは子ど

も達が楽しめる企画を定期的に行い「地区協

議会」の存在を広く周知して貰う必要が有る

と思います。 

地区協議会で以前開催したハロウィーンのス

タンプラリーを町内会とコラボ企画して幼児

でも参加出来る範囲で行う事は出来ないでし

コロナ禍における地域活動のあり方を含め、

既存の活動に新たな参加者をお招きする工夫

を検討いたします。いただいたご意見を参考

に、計画を着実に推進してまいります。 



22 

 

ょうか。 

そしてホッとプランと共に子育てパパ＆ママ

を地区協議会に巻き込んで「地域が好き」に

育てて欲しいと思います。 

72 町田市は弱体化している町内会・自治会、民

生など地域ボランティアに依存しすぎている

のではないでしょうか。 

職員が積極的に参加・地域をリードしている

時代です。色々な話し合いの中から、人流が

今以上に活発化、地域の人材もその中から生

まれてくるのではと考えています。 

地域の活性化や地域による自治の推進を図る

ため、市は町内会・自治会をはじめとする地

域の活動団体に対する各種支援を行っており

ます。 

市と地域との対話を重ねていくことで、地域

による自治を損なわないよう、行政の役割を

見極めながら、引き続き、様々な話し合いの

場に臨んでまいります。 

 

⑧基本目標Ⅲ全体について（3件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

73 基本目標Ⅲの内容はほぼ賛同できます。 

基本目標のⅠ・Ⅱで培われ、養われた地域住

民の、生きる事への楽しみや充実感を醸成す

る事が可能ならば、その連帯感が地域に必要

な人材と支援を導き出す事に繋がると思いま

す。 

各施策を着実に推進することで、人と人との

つながりを生み出し、困りごとを抱える人へ

の適切な支援につながるような循環を生み出

していきたいと考えております。 

74 「つながる、つなげる」、「寄り添い、支える」

はずっと活動上での課題でした。今までのこ

とを振り返って変更しつつ計画されているこ

と、すばらしいと思いました。目的、理想に

向かって結果を出すためには、現状の市民を

把握し、現場で活動に関わっている委員の要

望や意見を大事にしていただきたいと思いま

す。 

つながりづくり、ささえあい活動は地域で活

動いただいている皆様のご意見、情報提供が

最も重要と考えております。引き続きいただ

いたご意見を各施策に活かしてまいります。 

75 「基本目標Ⅲ」の町内会、自治会、民生児童

委員、青少年健全育成、民間 NPO 法人等各

種の人権擁護活動団体等は、今後、税収減少

国家の日本に大きな行政は望めません。人手

が足りない社会への備えは市民相互で補う方

向で超高齢化社会を迎える日本の最重要課題

を解決すべきとの意味と解釈します。 

高齢化が進展する中、地域ではコミュニティ

の希薄化や従来の公的支援では解決が困難な

問題に直面する機会が増えております。その

ため、市としても、これまで以上に、様々な

担い手による地域のささえあい活動が重要で

あると考えております。 
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⑨基本目標Ⅲ－基本施策１ 支援の輪につながる、つなげる（22件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

76 第５章の目標に向けた施策、Ⅲ-１ 支援の輪

につながる、つなげる指標に「地域福祉コー

ディネーターが地域のつながりから相談支援

に結び付けた件数」とありますが、潜在的な

相談者を把握するうえで核となる、地域福祉

コーディネーターの人数確保も指標となりえ

るのではないでしょうか。 

地域福祉コーディネーターの指標につきまし

ては、単に人数を確保することを目的とする

のではなく、地域福祉コーディネーターの活

動による効果を指標といたしました。 

77 本計画の終了時の 2040 年度には市の人口

約 39 万の内で高齢は約 14 万人の予想です

が、これを支える地域住民が如何ほど必要か

の検証の為、高齢者 1 人の年金を支える就労

者数を示す事と同様、この計画における「見

守りの対象者」と「見守りに参加させる住民」

の数値を確認・検証する事は、これからの施

策に於いて重要な指針と思われます。その試

算もお示し下さい。 

本プランは、町田市基本構想・基本計画「ま

ちだ未来づくりビジョン2040」を上位計画

とし、計画期間を 2022 年度から 2031 年

度までの 10年間としております。 

国では、高齢者人口の増大、現役世代人口の

急減という新たな局面における課題に対応す

るため、「地域共生社会」の実現に向けた体制

整備を進めております。地域共生社会とは、

「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係

を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我

が事」として参画し、人と人、人と資源が世

代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、

住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を

ともに創っていく社会のことを指します。本

プランにおいても、同様の考えのもと、作成

しております。 

いただきましたご意見のとおり、当市におけ

る2040年の将来人口推計では人口約39万

人のうち、高齢者人口は約 14 万人になりま

すが、高齢者は、若年者に見守られる対象に

加え、見守りに参加する地域の多様な主体の

一つと捉え、作成しております。本プランに

おける「見守りの対象者」と「見守りに参加

させる住民」の数値の確認・検証はしており

ませんが、ご意見の趣旨につきましては、今

後、本プランの個々の施策を進めるうえで、

参考にしてまいります。 

78 計画の中に、「若い人たちに向けて SNSを活

用し・・・」のように書かれていましたが、

SNSで知ることと、行動につながることは全

いかにして自分ゴトとしての地域活動参加に

つなげるかを目的に、基本目標Ⅰの基本施策

1 に掲げる情報発信を行ってまいります。 
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く別なので、情報が伝わったからＯＫ、では

ないと思います。 

町田市としての施策であるなら、小学生や中

学生に向け、教育現場で、積極的に地域と関

わる機会を増やしていくことはできないので

しょうか。総合学習の一環として、福祉事業

者との交流や介護予防サポーターの講習など

が行われていますが、年間に２～３時間です。

もっと長い時間、ボランティア活動に参加す

る機会が必要なのではと思います。しっかり

と主体的に関わることで、「自分でもできる」

や「誰かの役に立てて嬉しい」など、ポジテ

ィブな教育効果にもつながると思います。そ

の延長に、情報が届けば、地域活動に参加す

る市民が増えていくのではないでしょうか。 

いただいたご意見は、今後の事業検討の参考

とさせていただきます。 

79 コロナ禍の中、日本でパラリンピックが開催

されました。障がいをもった方達の奮闘ぶり

を観て、今までいだいていたちょっとの差別

目線が変わった人々も多くいたのではないで

しょうか。町田市には障がい者施設、町田の

丘学園等があります。垣根を越えた交流、イ

ベント、スポーツなど、できたらいいのでは

と考えます。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 

80 74 ページの「まちだ子育てサイト」ですが、

LINEや twitter で周知しても、欲しい情報が

載っていなければすぐに見なくなります。市

が主催・後援しているイベント以外にも、子

育てに役立つ講演会など、子育てサイトには

掲載されません。内容から刷新を考えた方が

良いと思います。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただき、よりよいサイト

運営に努めてまいります。 

81 玉川学園・南大谷地区でグループ数、人数共

に増加しているのが「町トレ」参加者です。

グループ内で一人が休むと皆で心配する見守

りグループでもあり、地域活動の活性化や見

守りを考えるとき「町トレ」の拡大を考える

のも一つの方策ではないかと思います。 

必要な人に必要な支援が届く仕組みには、地

域間での人のつながりが大切です。「町トレ」

はいつまでも元気でいたい高齢者が集まって

ご意見いただきました通り、支援を必要とす

る人に必要な支援を届けるためには、地域に

おける人と人とのつながりが不可欠であると

認識しております。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 
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おり、今までとは変わった馴染みのない顔が

多く、人の輪を広げるのに役立つと思います。 

82 健康被害の事例として、近年、住居内の寒暖

差を原因とした「ヒートショック」の死亡者

数は、交通事故の死亡者数を大きく上回って

おり、高齢者における「ヒートショック対策」

は、大きな社会的課題となっております。そ

のため以下のとおり提案いたします。 

基本目標Ⅲ-1-（2）-②の№6 の記載に賛同

する立場から、以下のとおり追記してほしい

です。 

地域活動団体と連携し、健康寿命の延伸を阻

む食や健康の問題に対して、市民が自主的に

健康づくり、及び健康被害防止に取り組める

よう、地域ぐるみで予防と注意喚起に取り組

みます。 

高齢者に限らず、ヒートショックの予防は特

に血圧が高めの方には、注意をしていかなけ

ればならない重要なこととして捉えておりま

す。そのため、まずは、高血圧を予防するた

めに、減塩教室などの健康教育に努め、ヒー

トショック予防につなげていまいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 

83 「孤立化」に対しての公的支援制度を確立し

た上で地域での共助的な支えあいを考えてい

ただきたい。「孤立化」の問題は深刻であるこ

とをふまえて、公助としての支援体制を計画

的に整備する必要があります。高齢者・貧困

世帯・外国人・障がい者・ＬＧＢＴなどのマ

イノリティは、地域活動という共助からは見

落とされやすい存在です。そうした地域の支

えあいでの盲点となりがちな「孤立化した住

民」への公的機能の整備はさけて通れません。

孤立した人へのニーズと課題を可視化して、

地域で共有するとともに、地域社会へのコミ

ットメントが難しければ支援できるポータ

ル、制度、機関について、国・東京都の制度や

支援機関との連携をはかっていけるよう計画

に明記していただきたいです。 

 

困りごとを抱える人の社会的な孤立は、行政

としても課題であると認識しております。こ

のことは、リーディングプロジェクト２「困

りごとをなくそうプロジェクト」にも記載し

ております。個々の問題が深刻化する前に相

談できる環境を整えるため、これまでの参集

型の居場所に加え、外出ができない状況にあ

る方でも参加できるよう、デジタルの居場所

も活用するなど、地域の居場所の充実を図っ

てまいります。 

より具体的なことについては、今後、庁内関

係各課、及び地域における相談支援機関によ

るプロジェクトチームを立ち上げ、検討を行

ってまいります。 

84 大事なことは、困っている家庭が困っている

と声を挙げられることだと思います。市役所

に連絡しても、たらいまわしにされることも

あり、また、自分が忙しいと、それどころで

はありません。 

行政が介入してくれれば助け合いはできると

困りごとを抱える人の社会的な孤立は、行政

としても課題であると認識しております。こ

のことは、リーディングプロジェクト２「困

りごとをなくそうプロジェクト」にも記載し

ており、支援を必要としながらも声をあげら

れない人等の潜在的な相談者を、必要な支援



26 

 

思います。地域包括支援センターや子どもセ

ンターをうまく利用して、担当分野をはずれ

ても情報の提供、交換ができると良いと思い

ます。 

につなげることができるよう、地域福祉コー

ディネーターを導入してまいります。 

併せて、身近な地域の相談支援機関で、属性・

世代・内容を問わず包括的に相談を受け止め

る体制を構築してまいります。 85 自治会に入っていない世帯、特に高齢者世帯

は役員が回ってきても活動出来ない為、自治

会に入らないと言う人がかなりいます。年金

暮らしや生活保護受給者にとって自治会の年

会費が負担だと言う人もいます。 

高齢化が進む中で、本当に支援を必要とする

人こそ近隣との交流をしてほしいと思います

が、そうした人々を拾い上げる支援にも目を

向けてほしい。ホッとプランには盛り込めな

いでしょうか。 

86 つながりで地域の活力を生み出すから始め、

必要な人に必要な支援が届く仕組みをつくる

は大切なことだと思うが、いま自己責任主義

が蔓延している日本で、気軽に人に相談でき

る体制づくりを始める必要がある。それには

「相談していい」、「人は協力しあう」など幼

児期からの教育が大切で、生活上の具体的な

相談場所などを知る教育が大事です。 

大人は「困ったときは、お互い様」で、「相談

しやすい」地域にしていく必要がある。それ

には地域の交流が必要で、地域のちょっとし

た所に自由に休める場所が出来ると良い。 

また、積極的に地域の学校や町内会、子ども

100 番の家、民生委員、児童委員、包括支援

センターなどと、定期的に交流する場が必要

と思う。それには市内全 10 地区に地区協議

会の設立とあるが、その下に支部として山崎

地域くらいがまとまりやすい。また、地域格

差が生じないように行政の協力体制、特に人

の確保をしてほしい。 

ご指摘のとおり、気軽に人に相談できる体制

づくりやちょっとした居場所、交流する場は

重要なことと考えております。市の体制を含

め、必要な検討を行い、計画を着実に推進し

てまいります。 

87 76 ページ「見守り・支えあい活動の推進」の

児童青少年課の記述に、「ボランティアが、地

域ぐるみで子どもの見守りを行う放課後子ど

も教室『まちとも』を実施します」とありま

す。「まちとも」スタッフは現在、謝礼が出て

まちともは、学校や地域の方で構成する運営

協議会が実施しており、見守りにご協力いた

だいているボランティアのスタッフには、運

営協議会から謝礼をお支払いしております。

今後、ボランティアへの謝礼を無償とするこ
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いると思うのですが、これは有償ボランティ

アという意味でしょうか。それとも今後、無

償のボランティアにしていきたい、というこ

とでしょうか。 

とは予定しておりません。 

88 困りごとの相談窓口が一つに統一され、そこ

から相談内容によって振り分けられるのは、

大変便利になると思いますが、地域住民が相

談しやすいと感じて頂くには、高齢者や障が

いを抱える人たちが行きやすい場所に相談窓

口があることが必須条件と思います。町田は

南北に長いので、相談拠点を数か所に設けて

ほしいと希望します。つなぐシートはすばら

しい取り組みと思います。ぜひ実行してほし

いです。 

困りごとを抱える人が身近な地域で相談でき

ることの重要性につきましては、行政として

も認識しております。このことは、リーディ

ングプロジェクト２「困りごとをなくそうプ

ロジェクト」にも記載しており、身近な地域

の相談支援機関で、属性・世代・内容を問わ

ず包括的に相談を受け止め、迅速かつ確実に

適切な支援機関に引き継ぐことができるよう

な体制を構築してまいります。 

89 困りごとを抱えている人がどこに相談してい

いかわからないということをよく聞きます。

ワンストップ窓口など、ここにまず相談すれ

ば、という場所を作ってほしいです。特に今

は複合的な困りごとも多く出ているため、そ

こから必要な機関へ迅速に伝え、解決へ導け

るようにしてほしいです。 

身近な地域の相談支援機関で、属性・世代・

内容を問わず包括的に相談を受け止める体制

を構築してまいります。 

また、受け止めた相談のうち、課題が複雑化・

複合化しており、各機関の役割分担の整理が

必要な相談の場合には、各相談支援機関に加

え、医療機関やＮＰＯ法人等と協働した「（仮

称）多機関協働会議」を開催し、支援の方向

性を定めてまいります。 

90 相談しやすい窓口が一本化になれば相談・参

加がしやすくなるように思います。 

91 時代の変化と共に、核家族化が進み、地域と

のつながりも薄れ、家族問題は多様化してい

ます。その中で私は子ども問題がとても気に

なります。不登校（学校へ行かれない）、いじ

め、自殺、虐待、貧困等多岐に渡ります。そし

て命にかかわる問題にもなり、とても胸が痛

くなります。問題解決には、子どもだけでは

なく、その周りにいる人々、家族等を含め、

さまざまな対応、対策・支援が必要とされま

す。現在、地域には、高齢者支援センター、障

がい者支援センター、子どもセンター、学校

には専門のコーディネーター等もいます。児

童相談所、病院、警察署等もありますが、こ

れは縦割になっている様に感じます。 

大人が相談するだけではなく、子どもみずか

ら、もっと安心して、自由に気持ちを伝えら

町田市では市内 5 地域にそれぞれ「地域子育

て相談センター」を設置し、育児相談や子育

てサークル活動の支援などを行っておりま

す。 

また、2021年 7 月から堺地域と町田地域の

相談センターは、乳幼児の親子や子どもが多

く訪れる「子どもセンター」に移転し、0 歳

から 18 歳までの子どもの居場所と相談支援

機能を兼ねた切れ目のない支援を行っており

ます。なお、他の 3地域についても、順次併

設を進めていく予定です。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 
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れる場所、環境作りが必要ではないかと考え

ます。相談があれば気軽に連絡を受け、支援

センターへ繋げ、情報の共有もでき、民生委

員も安心した活動ができています。子どもの

いる家庭にも、この様なシステムができたら

と考えます。 

子育ての間は、問題も多く大変です。子ども

も親も安心して生活ができる事を願います。

個人情報がネックになり、実際は難しいかと

思います。子ども世帯に手を差しのべられる

身近な相談機関があるといいなと考えます。 

92 支援が必要な人に寄り添い、支えるについて

ですが、行政は何事でも申請主義で、個人で

は知らないことが多すぎます。知っていても

手続きが大変です。行政が相談を受けやすく

なればよいです。「相談しやすい」町田市にし

てほしい。それには役所の人員が足りないの

ではないでしょうか。地域の見守りは大切だ

と思うが、家庭内のことは相談しづらい、相

談を受けづらい。高齢者支援センターや民生

委員の方がいて、ちょっとは安心できるが、

行政の支えと全面的な協力体制が必要だと思

います。 

必要な支援が届いていない方を必要な支援に

つなげられるよう、新たに地域福祉コーディ

ネーターを導入することで、市民からの申請

を待つだけでなく、自らアプローチを行い、

市民の方が相談しやすい環境を整えてまいり

ます。 

この周知につきましては、手法を含め、今後

具体的な検討を行ってまいります。 

93 近所付合いなど、個人情報の壁を感じること

がある。個人情報保護、その意味をとり違え

ている場合も。それをたてにして、地域との

かかわりを持とうとしない方もいる。地域の

つながりの大切さをどう伝えるか、課題と思

う。 

地域とのつながり方に関する考えは、人によ

り違うと認識しております。それぞれにあっ

た形で地域とつながり、地域力を上げていけ

るよう模索してまいります。 

94 民生児童委員として感じることです。相談し

たくてもどこに相談していいか分からない人

が少なからずいる事実です。私たちは専門職

ではないため自ら解決するのではなく、相談

内容によって関係機関に連絡するという大き

な役目があるにも拘らず、機能してないのか

と気になります。もっと広報に力を入れるべ

きなのか、更に何のために存在しているのか

疑間にも感じるところです。 

地域でのささえあい活動には、民生委員・児

童委員さんのお力だけではなく、市民、地域

活動団体、事業者、社会福祉協議会、及び市

の多様な主体とともに協働で実施していくも

のであると考えております。今後とも、より

身近な地域で活動されている民生委員・児童

委員さんのご支援をいただきながら施策を進

めてまいりますので、ご協力をよろしくお願

いいたします。 
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95 だれもが地域で困った時にもつながりながら

生活できることを実現できるようなプランだ

と思いました。地域内のどこに困っている人

がいるかわからず、コロナ禍で思うように活

動することができませんが、これからも地域

でおせっかいを続けていけたらいいなと思い

ます。 

困りごとを抱える人を必要な支援につなげら

れるよう、地域での見守り活動を促進してま

いります。 

今後とも、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

96 困りごとを抱える人を属性に捉われず包括的

に捉える為、各地域別に存在している協議会・

活動団体等の情報を共有するため「困りごと

を抱える人」に特化したネットワーク会議の

開催を提案致します。 

分野横断的な支援を円滑に行うことができる

よう、必要に応じて分野を跨ぐ相談事例等の

報告を行う連絡会を開催してまいります。 

97 79 ページ「（仮称）ふくしあさん」ですが、

具体的にどのような方の業務になるのかが書

かれていないです。もしボランティアだとし

たら、民生委員もなり手がいないという現状

を考えると、なり手を探すのも苦労されるの

ではないでしょうか。「やらなければいけない

仕事なら、ボランティアではなく有償である

べき」と考えている人は、意外に多いです。

どうしたら関心を持って参加してもらえるの

か、ということを真剣に考えて実行する施策

が必要だと感じていますし、そのための計画

を立案していただきたいです。 

「（仮称）ふくしあさん」につきましては、町

田市社会福祉協議会で検討している事業とな

ります。 

地域で活動されている経験豊かな方に、困り

ごとを抱えている人を把握し地域福祉コーデ

ィネーターと協力し支援機関につなぐ役割を

担っていただくことを想定しております。 

なお、ボランティアを含めた地域活動への参

加につきましては、基本目標Ⅰにお示しして

おります。 

 

⑩基本目標Ⅲ－基本施策２ 支援が必要な人に寄り添い、支える（4件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

98 82 ページ「ひきこもりの状態にある方への

支援」で、不登校の生徒への学習指導があり

ますが、学習指導の前に、外に出る機会を増

やすことを支援して欲しいと考えます。平日

日中、子どもセンターやひなた村などで、不

登校の子どもが過ごすのはダメなことでしょ

うか。市の施設で過ごそうと出かけて断れた

方がいます。まず家から出ないことには、困

りごとを抱えていることも、解決に向けての

アプローチをすることもできないと思いま

す。青少年施設は、どんな子どもに対しても

いつでも開かれているように施策の一つに加

子どもセンター・子どもクラブや子ども創造

キャンパスひなた村等の子どものための施設

においては、既にすべての子どもたちがいつ

でも気軽に遊べる環境の場の提供を行ってお

ります。 
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えられないでしょうか。 

99 子どもがいても学区内の学校に属していない

ので、町田市の情報が全く手に入りません。

町田市の教育委員会等のサイトにアクセスし

ても公表していないため、地域で子どもの友

達を探したり、作ったりすることができませ

ん。行政を主体に同じ年の子どもを集めて学

ぶことのできる取り組みがあると良いです。

出来れば日曜日に、ご飯つきだと、ネグレク

ト家庭の子も助かるのでは。 

地域の子どもたちが安心して遊ぶことができ

るよう、子どもセンター・子どもクラブや子

ども創造キャンパスひなた村といった施設や

自分の責任で自由に遊ぶ「冒険遊び場」など

があります。 

また、地域の子どもが集まる子ども食堂の情

報の周知にも取り組んでおります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 

100 成年後見制度について、高齢者の財産管理を

適正に行うために、地元金融機関との連携協

力が必要であると痛感しています。 

財産管理のプロである金融機関を高齢者の財

産管理に貢献させることは、日本社会におけ

る今後の大きな課題であると思います。 

市民が安心して相談利用できる組織をつく

り、市内の金融機関と連携して、各金融機関

の店舗などに無料相談窓口を設置すると有効

ではないかと思います。さらに、そうした組

織を通じて、市民に対してセミナーなどの啓

発活動を行い、後見制度をはじめとする高齢

者福祉に対する関心を高めることも可能かと

思います。 

町田市成年後見制度利用促進協議会で委員の

皆様と検討しながら、金融機関を含めた他機

関・他団体と連携を強化してまいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 

101 成年後見制度の計画と再犯防止の計画を包含

しているとのことですが、これらについて法

律根拠は記載がありましたが、第５章でいき

なり出てきており、第５章冒頭に計画策定の

背景等、少し説明を加えたほうが読み手にと

ってはわかりやすいと感じました。 

成年後見制度利用促進基本計画、及び再犯防

止推進計画につきましては、策定の背景が分

かるよう、説明を追加させていただきます。 

 

⑪基本目標Ⅲ－基本施策３ 支援の質を確保する（1件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

102 包括的支援を行うためには、様々な機関同士

の連携が必要になり、協議する場が必要なこ

とは理解できるのですが、市民は「〇〇協議

会」の名称の多さに、混乱しています。様々

な役割があって、このように似た名称が増え

ているのだとは思うのですが、それぞれの名

協議会の活動内容を分かりやすくお知らせす

るなど、広報の仕方を検討するとともに、地

域の皆様が活動に参加しやすい環境づくりに

努めてまいります。 
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称のわかりにくさ、何をやっているところな

のかがわからない、ということも活動につな

がらない理由だと思います。 

 

２．第２部 わたしの地区の未来ビジョン（6件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

103 地域で支え合いながら、誰もが住み良い環境

でなければならないと思います。 

地域によっては、それぞれの課題があるとは

思いますが、その地域での最良の方法を考え

て、それを実行していく事が大切だと思いま

す。 

民生児童委員としては許される範囲でお手伝

いができればと思っています。 

地域での支え合いには、市民、地域活動団体、

事業者、社会福祉協議会、及び市の多様な主

体が連携し、地域活動を推進することが重要

であると認識しております。 

経験豊かな地域で活動されている皆様にご意

見をいただきながら、地域活動に参加しやす

い環境整備を整えてまいります。 

104 「（仮称）町田市地域ホッとプラン」P102 に

記載されている「地区の未来ビジョン」は、

「（仮称）町田市都市づくりのマスタープラ

ン」P138のコラムに書かれている内容のこ

とですね。行政部署間の連携が進んでいるの

ですね。是非、町田市からは、団体間のつな

ぎや変化する市民活動に柔軟に対応した支援

をお願いいたします。 

「（仮称）町田市地域ホッとプラン」における

「わたしの地区の未来ビジョン」は、市内 10

地区ごとに開催する地区別懇談会で、いただ

いたご意見をもとに地区の将来像や目指す地

区の姿を描くものです。一方、「町田市住みよ

い街づくり条例」に基づき策定する「まちビ

ジョン」は、より小さな「地区」の単位で、街

づくりに関する将来像を描くもので、都市づ

くりのマスタープランのコラムに書かれてい

るものは、「わたしの地区の未来ビジョン」の

ことではありませんが、両プランとも連携を

図って進めてまいります。 

また、団体間の市民活動の支援においては、

今後とも、地域で活動する機会の充実を図る

とともに、地域活動がより活性化するよう支

援を継続してまいります。 

105 「（仮称）町田市地域ホッとプラン」の「地区

の未来ビジョン」は、「（仮称）町田市都市づ

くりのマスタープラン」P137 で示されてい

る実現プロセスの中ではどこに当てはまるの

でしょうか。決定するビションの内容やプロ

セスは、地域の住民は知ることができるのか

疑問に思いました。 

「（仮称）町田市地域ホッとプラン」における

「わたしの地区の未来ビジョン」は、市内 10

地区ごとに開催する地区別懇談会で、いただ

いたご意見をもとに地区の将来像や目指す地

区の姿を描くものです。そのため、都市づく

りのマスタープランに書かれているものでは

ありませんが、両プランとも連携を図って進

めてまいります。 

また、10 地区別の地区別懇談会でいただい
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たご意見や、10 年後の地区の将来像や目指

す地区の姿を描く「わたしの地区の未来ビジ

ョン」につきましては、その内容やプロセス

を公表してまいります。 

106 10 年、20年後の町田の未来ビジョンを考え

るには、若い世代の意見が反映されるように

してほしい。夫婦共働きなど、忙しく自分た

ちのことで精いっぱいという人も少なくな

い。負担に感じずプラン案の中にも書いてあ

るが、自分ゴトとして地域を考え、アクショ

ンできるようなしくみを考えてほしい。 

第二部のわたしの地区の未来ビジョンの作成

にあたっては、より多くの若い世代や子育て

世帯の方にご参加いただけるよう、周知方法

を含め検討を行ってまいります。 

107 町田第二地区の「わたしの地区の未来ビジョ

ン」町田第二地区は、地区の未来ビジョンと

して更に進化させるためのフューチャーセッ

ション手法を活用し、地域の継続事業として

定着させるべきだ。 

いただいたご意見を参考に、計画を着実に推

進してまいります。 

108 大変すばらしい内容です。「地区別のホッとプ

ランは今後作成予定」に期待します。 

「地区別のホッとプラン」は、第 2部「わた

しの地区の未来ビジョン」に掲載させていた

だく予定ですが、これは市内１０地区別に開

催する地区別懇談会で頂いたご意見をもと

に、地区の将来像や目指す地区の姿を描くも

のです。 

「わたしの地区の未来ビジョン」の実現に向

け、活動を行う地域活動団体等に対し、支援

を行ってまいります。 

 

３．計画全体（10 件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

109 「やりたい事」を叶える為の計画を実現する

可能性は否定しませんが、現実に協働への参

加を、実行している人々の事情を推察します

と、果たして「やれる事」としての、意志と理

解だけで、福祉の為に参加、協力する住民が

如何ほどの人数になるか、未知数です。 

さらに、欧米のボランティアにおける義務の

権利化方式で、現在町田市社協が実践する“い

きいきポイント"の様な制度の拡大版つまり、

他人への救済が将来自分自身に還元されるシ

ステムを十分に検討し取り入れるべきです。 

自分ゴトとして課題を捉え、一人ひとりに何

ができるかを考え行動し続けることで地域づ

くりの輪を広げ、持続可能な地域づくりを目

指してまいります。 

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 
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110 総論として、今回のプランは前回の第３次計

画とは内容、作り方（見せ方）が明らかに異

なっていると思います。 

これまでの計画は、現状把握－課題・問題点

－解決のための施策という手順で、如何にも

定番の「行政が作った計画」というものでし

たが、このプランはそこから脱した感じがし

ます。構成は同じに見えても、作る側の視点

が行政側から市民側の位置に立っており、こ

れまで以上に「市民の視点」から問題点を把

握し、その問題の解をどこに求めるのかを考

えているように感じました。 

また、同様の計画の１本化を行い、無駄を省

き、また、脱行政用語、文章表現の分かり易

さについても以前より配慮しているようにも

思えました。 

本プランは、行政だけでなく、市民、地域活

動団体、事業者、社会福祉協議会等の多様な

主体とともに実施していくものであり、地域

の多様な主体の皆様に分かりやすく、共感い

ただけるよう、計画体系や表現等において、

「市民の視点」から策定作業を進めてまいり

ました。 

引き続き「市民の視点」に立ち、計画の策定

及び推進に努めてまいります。 

111 「行政サービスはここまでしかできません」

と、大きな声で伝えることも必要かと思いま

す。「つながり」「対話」「ささえあい」という、

自助・共助が無いと安心して暮らすことがで

きない、という事実を、もっと理解してもら

うことで、「自分たちでやらなければ」と思う

のではないでしょうか。 

多くの方は、困ったら行政がなんとかしてく

れると思っています。例えば、災害時に避難

施設に行けばなんとかなると。住民が自分で

やらなければなりませんよね。それと同じよ

うに「みんなで解決する」というきれいごと

ではなく、「行政だけでは、福祉事業者だけで

は、解決できることではない」「ホッとするた

めには市民が力を出し合わないと無理」と明

確に伝えていただきたいです。 

地域ではコミュニティの希薄化と相まって、

従来の公的支援では課題の発見や解決が困難

な問題に直面する機会が増えてきており、こ

れまで以上に人と人とのつながりやささえあ

いの必要性が高まっております。 

こうした状況があるなか、本プランを市民、

地域活動団体、事業者、社会福祉協議会、及

び市の協働で進める計画とし、新たに第５章

において、取組施策における多様な立場の主

な役割を市民・事業者、地域活動団体、行政・

社会福祉協議会ごとに明確化いたしました。 

今後は、このような背景も含め、いただいた

ご意見も参考にし、本プランの周知を図って

まいります。 

112 計画主体である市役所が目的実現に向けて果

たす使命はわかりやすく具体的に明示してほ

しい。一番はじめにまずはそれを記載するの

はどうですか。 

本計画における市の果たす使命は、地域の市

民や地域活動団体、事業者等が地域生活課題

を把握し解決できる体制整備づくりに努める

こと、また地域住民等の複雑化・複合化した

支援ニーズに対する包括的な支援体制を構築

することと考えております。市では、人と人

とがつながり、多様な価値を尊重し合うこと
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で、誰もが自分の役割や活躍の機会を得られ

る共生社会の実現を目指してまいります。 

なお、当内容は第１章でお示ししております。 

113 本プランでは、これまでの地域福祉計画とは

異なり、「地域」の中の構成員の役割が明記さ

れており、すごくメッセージを感じておりま

す。私は地域で商業を営む者として、地域の

一員であることを認識し、何かしら貢献がで

きることがないか考えさせられました。この

プランが市内で多くの市民、事業者に浸透し、

みんなで推進できるよう、取り組まれますよ

うよろしくお願いします。 

今後、本プランを市民、地域活動団体、事業

者等に周知を図り、みんなで推進できるよう、

取り組んでまいります。 

114 このような素晴らしい計画を市民に理解し、

実行に協力してもらうためにも、8050問題、

ダブルケア、プラットフォームやアウトリー

チにデジタル空間（場）などには用語説明が

欲しいものです。 

用語解説は、計画末尾にまとめて掲載してお

ります。しかし、用語解説のあるものが分か

りやすいようにするため、「＊」を表示します。 

115 10 月 15日版の「広報まちだ」の一面を飾っ

た内容はとても良いと思いました。この世代

の方々に（仮）ホッとプランの施策が伝わっ

てほしいと思います。市民に発信する手段を

たくさん望みます。 

今後、市民・地域活動団体・事業者等の皆様

から賛同を得られるよう、あらゆる手段を検

討し、広く周知を図ってまいります。 

116 全体的に抽象的でやや理解しづらい印象があ

ります。 

地域で何を目指しているかもわかりにくいと

思いました。 

本プランは、個々の施策とその施策に紐づく

取組の方向性をお示ししております。個々の

具体的な取組内容は、各分野の個別計画にて

掲載し実行してまいります。 

10 年後の地区の将来像や目指す地区の姿を

描いた「わたしの地区の未来ビジョン」につ

きましては、市内 10 地区ごとに開催する地

区別懇談会でいただいたご意見をもとに、今

後作成してまいります。 

117 従来の「地域包括ケアシステム」の枠組中心

の考えから「新しく創られようとする地域共

生社会」の中に今後、地域包括ケアシステム

が組み込まれる形になる様に思います。 

新しく創られる地域共生社会とは、地域のあ

らゆる住民が役割を持ち、支え合いながら自

分らしく活躍できる地域コミュニティを育成

し、公的な福祉サービスと協働して助け合い

１「新しく創られる地域共生社会」が中学校

区の範囲で立ち上げられる新たな組織をもっ

て推進すべきとのご意見につきましては、今

後の事業検討の参考とさせていただきます。 

２ご指摘いただきました「新しく創られる地

域共生社会」につきましては、基本理念にも

記載している内容であり、まさに本プランの

目指す社会像であると認識しております。そ
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ながら暮らすことのできる社会のことです

（高齢者だけでなく、障害者、こども、生活

困窮者を含む）。地域共生社会の実現に向けて

国は「地域力の強化」を掲げています。その

ためには①自分や家族が暮らしたい地域を考

える、②地域で困っている課題を解決する、

③１人の課題から解決するプロセスを学び学

習することが必要とされています。これら①

～③を行うために以下の問題提起を行いま

す。 

１組織化 

地区協議会の枠組でなく、新しい共生のまち

作りの枠組みが必要。 

地区協議会は、地区連合会の単位ですが自治

会の組織率は 50％以下であり、また成瀬・成

瀬台地区には地区協議会から脱退している。

地域包括ケアシステムの考え方に則し、中学

校区の範囲で考えるべきであり、成瀬・成瀬

台地区に、芝生の会の様な組織を新たに立ち

上げるべきと考えます。 

２学習機会 

地域包括ケアシステムの分かりやすい動画が

必要です。住民が、それを見て学習し、①自

分や家族が暮らしたい地域を考えることは価

値があります。 

３成瀬お助けたい 

②地域で困っている課題を解決するために、

成瀬お助けたいの様な活動を推奨すべきと考

えます 

４町田市としての取り組み 

町田市としては何を行うかを明確にして欲し

い（例 見守りのための ICTの活動 etc） 

のため、高齢者に対応した地域包括ケアシス

テムだけでなく、障がい者、子ども、生活困

窮者等を含め、全分野に対応した本プランに

ついて、わかりやすくお伝えできるよう動画

を作成し、公表させていただく予定です。こ

れにより、今後皆様が自分や家族の住む地域

について考えるうえでの一翼を担えればと考

えております。 

３地域の高齢者や障がい者の日常生活を支援

し、住み続けたくなるまちづくりを目指す成

瀬お助けたいの活動は、地域自らが課題に向

き合い、解決を図る取組であると認識してお

ります。このような活動が、市内各地域にお

いて、様々な主体により取り組まれることと

なるよう、計画を着実に推進してまいります。 

４本プランの第５章では、取組施策における

多様な立場の主な役割を、市民・事業者、地

域活動団体、行政・社会福祉協議会ごとに明

確化しております。より具体的な取組内容に

つきましては、この方向性に基づき、今後検

討してまいります。 

118 文字が小さいので読みにくいです。フォトサ

イズは最低でも１２ポイント欲しい。 

本プランがより読みやすいものとなるよう、

工夫を行ってまいります。 
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４．その他（9件） 

№ ご意見の概要 市の考え方 

119 コミュニティセンターにどれだけの市民が来

ているのでしょうか。地下の片すみに置いて

ある。１ヶ月でご意見をどれだけ集められる

のでしょうか。 

パブリックコメントは、多くの方のご意見を

いただけるよう、コミュニティセンターだけ

でなく、市庁舎窓口をはじめ、各市民センタ

ー、各連絡所、各市立図書館、町田市民文学

館、男女平等推進センター、生涯学習センタ

ー、健康福祉会館、ひかり療育園、子ども発

達支援センター、各高齢者支援センター、各

障がい者支援センター等で配布しておりま

す。 

さらに、今回はＨＰ上でご意見をご提出いた

だけるような手法を加えさせていただきまし

た。 

120 学校の数が減るなら、質のよい教育をする絶

好のチャンスです。私は学年２クラスという

小規模で教育を受けました。学習内容もよく

分かったと思いますし、友人関係は卒業後何

十年と同窓会を開けています。高齢になって

も同年齢の共通の話題で楽しむことができま

す。 

通学も小さい子が遠くまで通学するのは、い

ろんな意味で（交通事故、災害のときなど）

危険です。 

存続を希望します。 

将来の児童・生徒数の減少や学校施設の老朽

化が進行する１０年後、２０年後に町田に生

まれ育つ未来の子どもたちに、より良い教育

環境をつくるための手段として、学校統合等

を契機とした新たな学校づくりは必要である

と考えております。 

また、通学区域の見直しに伴う通学路の安全

確保や負担軽減などについては、基本計画の

検討に着手する際に立ち上げる検討会の中で

検討してまいります。 

121 エネルギー問題 

ＣＯ２削減に向けてＳＤＧｓ再生可能エネル

ギーは地方自治体で考えるべきです。 

再生可能エネルギーの普及・導入につきまし

ては、同時策定中の「第３次町田市環境マス

タープラン」に基づき推進してまいります。 

122 ゴミ袋の有料をやめ、税金でその分を集めた

方が良いと思う（ゴミの不法投棄があとをた

たないから）。 

そのかわり、定期的に民生委員等が各家庭を

まわり、聞き取りを行えば、困っている人を

即座に助けることができるのでは（その時に

ゴミ袋を配る）。 

家庭系ごみ処理手数料は、ごみの減量、分別

の徹底などを目的に各家庭にごみ排出量に応

じてご負担いただいております。 

ご意見の趣旨につきましては、「第２次町田市

一般廃棄物資源化基本計画」に基づき検討し

てまいります。 

123 忠生公園について、二箇所のトイレがありま

すがその防犯状況が大変気になっています。

もう少し明るくする、不審者が潜みにくい構

造に、警察に即 SOS が繋がるボタンを設置

ご意見の趣旨につきましては、今後の事業検

討の参考とさせていただきます。 
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するとか何か改善策はないでしょうか。犯罪

も、犯罪者も出してはならない、どうかご一

考いただけたらと思います。 

124 玉川学園地区社会福祉協議会が実施した生活

アンケートによると、「街の中に緑が減少して

寂しい」という感想や嘆く声があります。 

この町に居住する多くの人は「駅を降りて町

を歩くと緑が多くホッとする街並みで癒され

る」と話します。この地域は民地や道路や堺

に多くの桜類が植栽されています。寿命の限

られた樹種や破損や菌類により衰調するもの

もあり生物として循環は当然と考えます。 

近年道路にある桜が道路管理課により伐採さ

れるケースが多くあります。道路管理上植替

えはできないと実施されません。ホッとする

景観を形成したものが再生されずいます。 

担当部署は景観の維持に消極的でミッション

がなく再生の意図や方針がないからと考えま

す。環境に関する部署は机上のプランや状況

把握だけで実施する予算や能力をもっていま

せん。どのようにしたらできるか少なくとも

地域住民と検討し、もとのままでなくとも何

らかの再生計画を検討し実行できる体制をつ

くるべきと考えます。 

125 モノレール反対 

景観権というのを玉川学園では獲得しまし

た。町田駅近くの景観が著しく損ねることに

なるモノレールに反対します。費用も大変で

す。 

地震など先日もありましたが、コンクリート、

鉄骨の寿命を、長いこと考えてみてください。 

多摩都市モノレール延伸や道路・公園整備な

どの都市づくりにつきましては、同時策定中

の「町田市都市づくりのマスタープラン」に

基づき推進してまいります。 

126 「主旨は 40 万都市のインフラ整備の未熟

さ」です。 

上記のプランもインフラ整備が在っての住民

向けプランです。まず、災害時の基幹的総合

病院は 40 万都市に見合う物とはお世辞にも

言えません。また鎌倉街道の旭町から今井谷

戸の工事の終了は何時でしょうか。他に、「芹

ケ谷公園地区」は版画美術館が出来てから30
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年以上「ユニバーサルデザイン」とは無縁で

す。地域住民に「近くて遠い公園、リハビリ

強化公園」と比喩され、高齢者や障がい者に

は車が不可欠にも拘らず、駐車場は手狭、こ

こでのイベント等は高齢者の参加は極めて低

調です。さらに、ここに博物館を転居する計

画でも、ユニバーサルデザインは二の次で、

高齢者や障がい者は勿論、徒歩で来る住民か

らも全く不評で賛同し難い物です。この現象

は市の種々の施設でも確認・検証できます。

将来の管理移管への配慮は解りますが、根本

からの修正が必要と思われます。 

127 平和問題 

頭の上を飛行機がとぶのをやめてもらいた

い。 

騒音被害が解消していない現状を重く受け止

め、今後も国と米軍に対し、粘り強く要請を

行ってまいります。 

 


